
地人

宅

秀
（
佐
藤
秀
夫

）

（
早
や
咲
け
よ
　
部
屋
の
ぬ
く
も
り
　
梅
の
花
）

（
紅
と
白
　
咲
き
競
い
あ
う
や
　
梅
の
花
）

武

酔
（
鈴
木
　
武

）

喜

江

子
（
韮
澤
喜
一
郎

）

（
春
待
つ
も
　
梅
と
子
供
は
　
雪
の
中
）

（
さ
く
ら
よ
り
　
ひ
と
足
早
い
　
梅
の
花
）

越
後
地
に
　
訪
れ
早
し
　
梅
の
花

茶

奉

人
（
星
野
健
司

）

春
待
ち
て
　
梅
も
子
供
も
　
雪
の
中

（
坂
井
範
夫

）

寒
空
に
　
春
が
来
た
よ
と
　
梅
の
花

（
寒
風
に
　
春
告
げ
て
咲
く
　
梅
一
輪
）

（
雪
か
ぶ
る
　
下
か
ら
つ
ぼ
む
　
梅
の
花
）

梅
の
花
　
咲
き
競
い
あ
う
　
紅
と
白

早
よ
咲
け
よ
　
部
屋
の
ぬ
く
も
り
　
梅
の
花

老
幹
に
　
ひ
と
足
早
い
　
梅
の
花

雪
か
ぶ
る
　
梅
は
下
か
ら
　
つ
ぼ
み
け
り

父
植
え
し
　
紅
梅
蕾
み
て
　
春
を
待
つ

（
父
植
え
し
　
紅
梅
の
蕾
　
春
を
待
つ
）

紅
梅
に
　
季
節
は
ず
れ
の
　
雪
が
降
る

梅
の
花
　
そ
の
喜
び
を
　
待
ち
こ
が
れ

（
越
後
の
地
　
春
の
訪
れ
　
梅
の
花
）
）

（
白
梅
の
　
実
を
大
籠
に
　
満
た
し
た
り
）

風
に
め
げ
ず
　
春
告
げ
て
咲
く
　
梅
一
輪

「

梅

の

花

」

天

（
佐
々
木
常
行

）

天

楽
（
嘉
瀬
　
修

）

土

來
（
広
岡
豊
樹

）

（
馬
塲
信
彦

）

宅

秀

彦

山

範

夫

君
が
香
と
　
ふ
と
立
ち
ど
ま
る
　
梅
の
花

来

峻
（
佐
藤
栄
祐

）

白
梅
（

し
ろ
う
め
）

の
　
実
を
大
籠
に
　
満
た
し
け
り

（
広
岡
豊
樹

）

（
馬
塲
信
彦

）

（
星
野
健
司

）

う
す
紅
を
　
集
め
て
散
り
し
　
梅
の
花

爽

木

父
形
見
　
寒
紅
梅
が
　
凛
と
咲
き

彦

山

げ
ん
　
　
　
　
　
　
ざ
ん

早
朝
の
　
朝
日
に
映
え
る
　
梅
の
花

茶

奉

人

佳

作

爽

木

老
木
の
　
命
輝
け
　
梅
の
花

土

來

土

來

吉

祥

老
（
渡
邉
久
晃

）



（
丸
山
征
夫

）

（
坂
井
範
夫

）

人

「

の
っ

ぺ
汁
」

天

佳

作

（
星
野
健
司

）

（
田
中
悌
司

）

の
っ
ぺ
汁
　
味
見
し
て
よ
と
　
妻
奮
闘

父
の
日
や
　
あ
り
し
日
の
身
を
　
思
い
出
す

父
の
日
の
　
お
も
い
を
今
も
　
ひ
き
ず
っ
て

（
佐
藤
栄
祐

）

秀

夫
（
大
渓
秀
夫

）

「

父

の

日

」

地

里
帰
り
　
我
が
子
迎
え
る
　
の
っ
ぺ
汁

茶

奉

人

颯

子

そ
う
　
　
　
　
　
　
し
　

子
等
帰
り
　
妻
と
二
人
の
　
の
っ
ぺ
汁

喜

江

子

来

峻

一

陽

人

父
の
日
に
　
老
い
た
親
父
と
　
麦
酒
飲
む

範

夫

父
の
日
に
　
空
を
見
あ
げ
る
　
肩
車

(

熊
倉
高
志

）

地

我
が
家
の
　
こ
れ
が
味
だ
よ
　
の
っ
ぺ
汁

（
丸
山
征
夫

）

佳

作

（
父
の
日
に
　
あ
り
し
日
我
身
　
思
い
出
す
）

父
の
日
と
　
誰
も
気
づ
か
ず
　
妻
に
告
ぐ

（
韮
澤
喜
一
郎

）

爽

木
（
佐
々
木
常
行

）

（
お
正
月
　
母
を
思
い
出
す
　
の
っ
ぺ
汁
）

大
阪
の
　
息
子
夫
婦
に
　
の
っ
ぺ
汁

（
嘉
瀬
　
修

）

天

楽

宅

秀
（
佐
藤
秀
夫

）

正
月
の
　
母
思
い
出
す
　
の
っ
ぺ
汁

（
韮
澤
喜
一
郎

）

東
京
の
　
子
が
来
て
母
の
　
の
っ
ぺ
汁

思
い
出
の
　
掛
軸
掛
け
る
　
父
の
日
に

天

（
思
い
出
す
　
掛
軸
掛
け
る
　
父
の
日
に
）

（
父
の
日
を
　
誰
も
気
づ
か
ず
　
自
ら
言
う
）

喜

江

子

征

夫

征

夫



範

夫

今
日
は
ま
た
　
何
を
祝
う
か
　
の
っ
ぺ
汁

来

峻

「

水

引

草

」

天地

晴
れ
の
日
は
　
め
で
た
く
映
る
　
水
引
草

捨

石

人

（
佐
藤
栄
祐

）

（
荒
澤
威
彦

）

水
引
草
　
露
の
し
ず
く
が
　
ぽ
と
り
落
ち

征

夫
（
丸
山
征
夫

）

凛
と
し
て
　
茶
室
に
銀
の
　
水
引
草

（
凛
と
し
て
　
茶
室
に
君
臨
　
水
引
草
）

(

田
中
悌
司

）

吉

祥

老

「

大

花

火

」

ク
レ
パ
ス
を
　
散
ら
し
震
わ
す
　
大
花
火

人

（
渡
邉
久
晃

）

(

渡
邉
久
晃

）

天地

武

酔
（
鈴

木

　
武

）

秀

夫
（
大
渓
秀
夫

）

大
花
火
　
還
暦
胸
に
　
奮
い
立
つ

武

酔
（
鈴
木
　
武

）

秀

夫
（
大
渓
秀
夫

）

彦

呉
（
鈴
木
圀
彦

）

颯

子

彦

呉
（
鈴
木
圀
彦

）

ま
ま
ご
と
の
　
子
ら
の
茶
碗
に
　
水
引
草

透
き
と
ほ
る
　
風
の
軽
さ
や
　
水
引
草

（
熊
倉
高
志

）

土

來

一

陽

水
引
草
　
活
け
て
拡
が
る
　
ほ
こ
り
か
に

吉

祥

老

（
水
引
草
　
活
け
て
拡
が
る
　
花
空
間
）

（
坂
井
範
夫

）

(

広
岡
豊
樹

）

水
引
草
　
赤
と
白
と
の
　
表
裏

幼
く
て
　
あ
の
水
引
の
　
名
を
知
ら
ず

大
花
火
　
路
地
の
狭
間
に
　
零
（

こ
ぼ
）

れ
散
る

佳

作

の
っ
ぺ
汁
　
母
の
匂
い
を
　
懐
か
し
む

ふ
る
里
に
　
帰
り
来
し
子
に
　
の
っ
ぺ
汁

代
々
の
　
味
と
具
が
あ
る
　
の
っ
ぺ
汁



手
を
た
た
き
　
花
火
に
染
ま
る
　
妻
の
顔

彦

山
（
馬
塲
信
彦

）

プ
ロ
ポ
ー
ズ
　
泣
き
顔
照
ら
す
　
大
花
火

天

楽
（
嘉
瀬
 

修

）

（
荒
澤
威
彦

）

佳

作

（
鈴
木
圀
彦

）

（
熊
倉
高
志

）

つ
な
ぐ
手
に
　
力
湧
き
け
り
　
大
花
火

一

陽

（
田
中
悌
司

）

（
遠
い
空
　
ゆ
ら
ぐ
空
気
で
　
大
花
火
）

捨

石

の
っ
ぺ
汁
　
地
産
地
消
の
　
旬
揃
ひ

（
あ
ら
た
め
て
　
空
の
広
さ
よ
　
大
花
火
）

彦

呉

（
閑
け
さ
を
　
破
り
て
空
に
　
大
花
火
）

颯

子

あ
ら
た
め
て
　
空
の
広
さ
を
　
大
花
火

閑
け
さ
を
　
破
り
て
空
の
　
大
花
火

選

者

吟

（

武
藤
昭
三
先
生
）

ビ
ー
ル
缶
　
ぱ
し
っ
と
開
け
し
　
大
花
火 か

ん
　
　
う
ん

看

雲

峠
越
ゆ
　
水
引
草
の
　
花
に
露

（
つ
な
ぐ
手
に
　
ひ
と
き
わ
力
の
　
大
花
火
）

遠
く
ま
で
　
空
気
ゆ
ら
ぐ
よ
　
大
花
火


